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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

2019年６月28日に提出いたしました第19期（自　2018年４月１日　至　2019年３月31日）有価証券報告書の記載事

項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

　第一部

　　第５　経理の状況

　　　１　連結財務諸表等

　　　 （１）連結財務諸表

　　　　　 注記事項

　　　　　　（セグメント情報等）

　　　　　　　セグメント情報

　　　　　　　　３．報告セグメントごとの売上、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

 
 

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。
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第一部 [企業情報]

 
第５ [経理の状況]

 
　１ [連結財務諸表等]

　(１) [連結財務諸表]

　[注記事項]

　(セグメント情報等)

　[セグメント情報]

　　３. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

　（訂正前）

　＜略＞

 
　当連結会計年度(自　2018年４月１日　至　2019年３月31日)

 　　(単位：千円)

 
報告セグメント

その他 合計 調整額
連結財務諸表

計上額店舗事業 卸売事業
浄化・
物流事業

計

売上高         

　外部顧客への
 売上高

3,424,195 252,168 2,130 3,678,494 28,495 3,706,989 ― 3,706,989

　セグメント間
 の内部売上高
 又は振替高

― ― 550,914 550,914 100,961 651,876 △651,876 ―

計 3,424,195 252,168 553,045 4,229,409 129,456 4,358,866 △651,876 3,706,989

セグメント利益
又は損失(△)

412,078 102,935 △198,069 316,943 △153,254 163,688 △184,884 △21,196

セグメント資産 349,057 37,738 98,312 485,109 1,105,731 1,590,841 175,152 1,765,993

その他の項目         

　減価償却費 42,757 ― 5,106 47,864 41,907 89,771 3,736 93,508

　有形固定資産
 及び
　無形固定資産
　の増加額

10,048 ― ― 10,048 36,940 46,988 ― 46,988

 

 (注)１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「種苗及び海面養殖事業」、

「陸上養殖事業」、「加工事業」及び「岩手大槌ヴィレッジ事業」を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失(△)の調整額△184,884千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３　セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

４　セグメント資産の調整額175,152千円には、各報告セグメントに配分していない全社資産が含まれておりま

す。全社資産は、主に持株会社である提出会社の資産であります。

５　減価償却費の調整額3,736千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産の減価償却費であります。
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（訂正後）

　＜略＞

 
　当連結会計年度(自　2018年４月１日　至　2019年３月31日)

 　　(単位：千円)

 
報告セグメント

その他 合計 調整額
連結財務諸表

計上額店舗事業 卸売事業
浄化・
物流事業

計

売上高         

　外部顧客への
 売上高

3,424,195 252,168 2,130 3,678,494 28,495 3,706,989 ― 3,706,989

　セグメント間
 の内部売上高
 又は振替高

― ― 550,914 550,914 100,961 651,876 △651,876 ―

計 3,424,195 252,168 553,045 4,229,409 129,456 4,358,866 △651,876 3,706,989

セグメント利益
又は損失(△)

412,078 102,935 △198,069 316,943 △153,254 163,688 △184,884 △21,196

セグメント資産 681,799 37,738 98,312 817,851 772,989 1,590,841 175,152 1,765,993

その他の項目         

　減価償却費 42,757 ― 5,106 47,864 41,907 89,771 3,736 93,508

　有形固定資産
 及び
　無形固定資産
　の増加額

10,048 ― ― 10,048 36,940 46,988 ― 46,988

 

 (注)１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「種苗及び海面養殖事業」、

「陸上養殖事業」、「加工事業」及び「岩手大槌ヴィレッジ事業」を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失(△)の調整額△184,884千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３　セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

４　セグメント資産の調整額175,152千円には、各報告セグメントに配分していない全社資産が含まれておりま

す。全社資産は、主に持株会社である提出会社の資産であります。

５　減価償却費の調整額3,736千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産の減価償却費であります。
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